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　一
、
飯
田
村
の
生
い
立
ち

　

古
代
人
が
安
住
の
地
を
求
め
て
荒
茫
と
し
た
此
の
地
に
入
り
、
生
活
の
た
め
開
拓
、
農
耕
を
し
て
土
着
し
た
の
が
集
落
誕
生
の
始
ま
り

で
あ
ろ
う
が
、
今
日
に
至
り
こ
の
地
に
於
け
る
其
の
史
実
の
一
切
を
知
る
事
は
、
不
可
能
で
あ
り
推
測
す
る
以
外
に
は
な
い
。

　

そ
れ
以
降
幾
世
紀
に
な
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
地
に
は
大
化
改
新
（
六
四
六
）
に
よ
る
条
里
制
の
跡
と
み
ら
れ
る
字
名
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
八
ノ
坪
、
東
九
ノ
坪
、
西
九
ノ
坪
、
東
町
田
が
そ
う
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
一
方
外
国
か
ら
の
渡
来
人
が
後
か
ら
開
拓
等
に

来
て
付
け
た
名
称
な
の
で
は
な
い
か
と
言
う
説
も
あ
る
が
、
そ
う
は
思
わ
な
く
て
良
い
と
思
う
。

　

古
の
美
濃
地
方
は
、
国
内
で
は
大
和
の
国
を
中
心
と
し
た
比
較
的
早
く
拓
け
た
地
方
な
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
見
て
も
壬※
じ
ん
し
ん申

の
乱

（
六
七
二
）
に
も
近
隣
の
不
破
安
八
に
か
な
り
関
わ
り
が
あ
っ
た
事
も
あ
り
、ま
た
朝
廷
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
土
地
柄
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
て
こ
の
地
方
も
亦
、
国
政
に
対
し
て
忠
実
で
あ
っ
た
地
方
の
よ
う
で
あ
る
。
依
っ
て
条
里
制
に
よ
る
土
地
改
革
も
、
実
際
ど

の
様
に
な
さ
れ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
方
策
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
見
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
制
度
は
農
民
に
と
っ
て
、公
地
公
民
と
な
る
な
ど
良
い
面
ば
か
り
で
な
く
、後
々
租
税
が
国
司
に
よ
る
取
り
た
て
に
よ
っ

て
厳
し
く
な
る
等
、
余
り
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
当
時
の
人
々
は
こ
の
国
策
に
対
し
、
理
解
と
協
力
を
以
て
応
え

て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

又
こ
れ
に
は
或
程
度
の
住
民
が
居
て
、
集
落
形
成
が
な
さ
れ
、
互
助
生
活
が
行
わ
れ
て
い
た
所
と
も
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
な

れ
ば
、
行
政
上
は
も
と
よ
り
社
会
交
流
上
に
於
い
て
も
、
地
名
と
い
う
も
の
も
必
要
と
な
り
自
ず
と
生
ま
れ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
村

の
起
源
の
記
録
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
最
も
古
い
史
料
に
よ
る
と
紀
元
一
三
〇
六
年
（
七
四
六
）
に
飯
田
村
と
あ
り
、
大
化
改
新
の
一
○

○
年
後
と
な
っ
て
い
る
。

3



　

斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
石
津
郡
が
分
離
し
て
多
芸
郡ご
お
りが
独
立
し
、飯
田
村
は
有う

た田
郷
（
九
三
○
）
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

そ
の
後
荘
園
制
度
と
な
り
安
久
荘
（
信
楽
支
配
）
と
な
り
、
よ
っ
て
飯
田
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

古
代
か
ら
国
の
統
治
は
朝
廷
政
治
に
始
ま
り
武
家
、
幕
府
な
ど
の
政
治
に
代
わ
っ
て
行
く
が
、
そ
の
手
法
も
変
化
し
、
奈
良
時
代
に
入

り
律
令
制
度
か
ら
荘
園
制
度
（
七
四
三
）
に
移
り
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
地
方
も
こ
れ
ら
施
政
に
順
応
し
て
い
っ
た
。
各
荘
園
に
は

領
主
が
あ
り
又
領
主
に
代
わ
っ
て
領
域
を
支
配
で
き
る
よ
う
な
地ぢ
と
う頭

が
置
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
飯
田
に
は
門
田
と
い
う
小
字
名
の
所

が
あ
る
。

昔
門も
ん
だ田

と
は
領
主
ま
た
地
頭
な
ど
豪
族
の
門
前
に
あ
る
自
ら
経
営
す
る
良
田
の
こ
と
を
云
わ
れ
て
い
た
の
で
、
門
田
の
北
部
辺
り
に
か
か

る
有
力
者
が
在
住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
事
も
想
像
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
し
き
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
豪
族
と
言
え
ば
飯
田

城
主
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
飯
田
城
は
丸
内
と
言
う
地
名
が
あ
る
の
で
そ
の
場
所
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
城
主
が

居
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

又
一
部
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
元
屋
敷
（
字
八
ノ
坪
東
北
部　

別
図
③
）
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
る
。
以
前
に
こ
の
付
近
の
水
路
の
中
か
ら

石
佛
が
出
土
（
別
図
⑤
）
し
、移
転
安
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、田
中
よ
り
土
器
陶
器
の
破
片
が
出
土
（
別
図
⑥
）
し
た
事
実
が
あ
っ

た
が
、
之
等
は
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

更
に
元
屋
敷
で
家
屋
の
火
災
が
あ
り
、
し
か
も
飛
び
火
に
よ
っ
て
類
焼
が
あ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
隣
接
風
下
の
梶
田
あ
た
り
の
家

屋
に
類
焼
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
火
事
の
あ
っ
た
所
の
田
と
い
う
事
で
、
後
日
地
名
が
（
火
事
田
）
梶
田
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
事
も
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
様
に
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
住
民
は
南
へ
移
住
し
、
や
や
南
西
と
北
に
分
散
し
て
い
た
集
落
が
十
六
世
紀
半
ば
頃
に

は
、
ほ
ぼ
現
在
地
の
姿
に
集
落
形
成
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
飯
田
村
の
名
称
は
世
情
の
変
革
に
よ
り
一
時
期
希
薄
に

な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
時
が
あ
っ
た
が
、
荘
園
消
滅
後
、
豊
臣
時
代
（
一
五
九
五
年
以
降
）
に
入
り
改
め
て
正
式
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
。

※
「
壬
申
の
乱
」
関
係
分
概
略

皇
位
継
承
に
起
因
す
る
争
い
か
ら
、
大お
お
あ
ま
の
お
う
じ

海
人
皇
子
が
、
大
友
皇
子
（
弘
文
天
皇
）
を
攻
め
た
際
、
舎と
ね
り人
三
人
に
命
じ
て
、
美
濃
安
八
郡
に

兵
を
興
さ
せ
国
司
に
ふ
れ
を
回
し
て
軍
を
出
さ
せ
、
不
破
の
関
を
切
り
抜
け
る
よ
う
に
命
じ
皇
子
自
ら
も
一
行
と
共
に
吉
野
を
出
て
、
伊

賀
、
伊
勢
を
経
て
こ
の
辺
り
を
通
ら
れ
、
不
破
郡
野
上
に
着
き
行
宮
を
設
け
て
留
ま
ら
れ
た
。
直
ち
に
不
破
の
関
を
抑
え
、
益
々
勢
力
は

増
強
し
次
々
に
近
江
の
地
で
相
手
軍
を
敗
り
、
遂
に
近
江
朝
廷
を
滅
ぼ
し
た
。
平
定
後
、
大
海
人
皇
子
は
野
上
か
ら
元
の
経
路
に
て
大
和

へ
帰
り
天
武
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
。

　

こ
の
戦
い
に
、
高
田
の
住
人
高た
か
だ
の
お
び
と
に
い
の
み

田
首
新
家
は
大
海
人
皇
子
に
乗
馬
を
献
上
し
、
賞
と
し
て
封ふ

こ戸
を
賜
っ
た
と
の
記
録
（
続し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
紀
）
が

あ
る
。

濃
州
徇
行
記
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　二
、
貢
　
　租
　（養
老
郡
志
）

　

飯
田
村
村
高
表

元（
一
六
一
五
〜
）

和
高
帳

正（
一
六
四
四
〜
）

保
高
帳

元（
一
六
八
八
〜
）

禄
高
帳

明
治
維
新
当
時
高

備
考

六
八
五
四
七
六
石
河
太
郎
八

石
見
檢

八
七
四
二
六
四

尾
張
大
納
言

内
石
河
領

　
　

同
上

八
七
四
二
六
五

内
石
河
領

　
　

同
上

八
七
四
二
六
五

内
石
河
領

　
　

同
上

一
八
八
七
三
七
石
原
清
左
ェ
門

　

代
官

　

尾
張
藩
領
元（
一
六
一
九
）

和
五
年
九
月
十
六
日
か
ら　
　
　
　
　

伊
勢
神
領
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
か
ら
五
石
八
斗
一
升
四
合

　

明
治
初
期
村
高
表

明
治
元
年
村
名

幕
末
領
主

明
治
元
年
村
高

明
治
四
年
村
高

旧
県
名

備
考

飯　

田　

村

名
古
屋
藩

　

八
七
四
石

　

六
七
五
石

名
古
屋
県

伊
勢
神
領

　

一
五
七
石

笠
松
県

参　
　

考

足
利
時
代
は
田
地
千
坪
を
一
貫
目（
貫
高
）と
し
て
収
穫
高
を
見
積
っ
た
が
、文
禄（
一
五
九
二
〜
）の
頃
よ
り
収
穫
高（
石
高
）と
な
る
。

豊
臣
時
代
に
な
り
田
毎
の
検
地
（
太
閤
檢
地
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
間
を
六
尺
三
寸
、
一
反
三
○
○
歩
（
古
檢
）
と
し
た
。

慶
長
・
元
和
以
降
は
一
間
が
六
尺
一
寸
と
な
る（
新
檢
）。
又
飯
田
村
は
石
見
檢
地
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、大
久
保
石い
わ
み
の
か
み

見
守
に
よ
っ

て
検
地
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
租
率
は
、
豊
臣
時
代
は
幕
領
が
石
高
の
三
分
二
、
農
民
が
三
分
の
一
で
あ
っ
た
が
徳
川
時
代

に
は
六
公
四
民
乃
至
四
公
六
民
と
な
っ
た
。
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　三
、
農
　民
　生
　活

　

労
働
統
制
（
江
戸
時
代
）

　

領
主
は
農
民
の
納
め
る
年
貢
で
自
国
を
治
め
て
い
た
の
で
、
農
業
は
国
の
基
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
士
農
工
商
と
云
わ
れ
た

よ
う
に
農
民
は
武
士
に
次
ぐ
身
分
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
農
民
は
重
い
年
貢
を
課
せ
ら
れ
、
苦
し
い
生
活
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩
で

も
寛
永
年
間
（
一
六
二
五
〜
）
頃
は
厳
し
い
統
制
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。（
養
老
町
史
）

　

⑴
欠
落
（
か
け
お
ち
）
の
禁
止

　
　

農
民
が
年
貢
を
納
め
ら
れ
な
く
て
他
国
へ
逃
げ
出
す
（
欠
落
百
姓
）
の
を
禁
止
し
て
離
農
を
防
い
だ
。

　

⑵
土
地
売
買
の
禁
止

　
　

領
主
は
農
民
が
そ
の
土
地
か
ら
離
れ
て
は
、
年
貢
の
入
ら
な
く
な
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
土
地
の
売
買
を
禁
止
し
た
。

　
　

又
分
地
制
限
令
を
出
し
て
、
二
三
男
に
分
地
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
家
の
零
細
化
を
防
ぎ
、
没
落
す
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
。

　

⑶
出
稼
奉
公
の
禁
止

　
　

他
国
へ
の
出
稼
ぎ
、
日
傭
稼
ぎ
、
奉
公
、
小
者
、
草
履
取
り
等
も
禁
止
し
て
百
姓
離
れ
の
出
る
こ
と
を
恐
れ
て
の
ご
法
度
で
あ
る
。

　

⑴
、
⑵
、
⑶
に
違
反
し
た
も
の
は
勿
論
、
こ
れ
に
関
わ
っ
た
者
、
責
任
者
は
死
罪
を
含
む
厳
し
い
罰
則
が
あ
っ
た
。

　
　

生
活
制
限
（
養
老
町
史
）

（
着
物
）　

平
百
姓
は
木
綿
、
麻
布
に
限
り
、
庄
屋
は
絹
、
紬
つ
む
ぎ

迄
許
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
帯
、
襟
、
袖
ゆ
き
、
丈
ま
で
制
限
が
あ
っ
た
。

（
食
べ
物
）
食
生
活
は
非
常
に
お
粗
末
な
物
で
、
特
に
小
作
百
姓
（
水
呑
百
姓
）
は
米
飯
は
正
月
、
祭
儀
し
か
食
べ
ら
れ
ず
雑
穀
芋

9



類
を
混
ぜ
た
り
し
た
。
そ
の
上
、
毎
年
の
様
に
水
害
が
あ
っ
て
年
貢
が
充
分
納
め
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

更
に
幕
府
は
祭
礼
・
佛
事
は
質
素
と
し
、
豆
腐
・
酒
造
り
な
ど
の
禁
止
令
を
出
し
、
農
民
か
ら
の
年
貢
の
目
減
り
を
防
ぐ
対
策
を
と
っ

た
。

◇
一
日
三
食
の
食
習
慣
は
室
町
時
代
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
一
日
二
食
で
あ
り
、
労
働
者
に
は
間
食
が
あ
っ
た
。

（
住
居
）
そ
の
家
の
格
式
に
応
じ
て
厳
し
い
制
限
が
定
め
ら
れ
、
脇
百
姓
水
呑
百
姓
は
平
屋
建
て
と
し
、
玄
関
・
庇
・
上
便
所
、
白
壁
、

釣
天
井
、
三
尺
床
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
屋
根
は
殆
ど
藁
葺
き
で
あ
り
、
瓦
葺
は
明
治
末
期
頃
か
ら
と
云
わ
れ
て
い
る
。

◇
鎌
倉
時
代
の
名
主
の
屋
敷
は
垣
根
を
廻
ら
し
、
門
に
は
〆
縄
を
下
げ
、
屋
根
は
藁
葺
き
、
壁
は
荒
壁
、
床
は
な
く
土
間
が
普
通
、

室
は
二
、三
間
で
板
戸
で
仕
切
り
、
窓
は
小
さ
く
て
高
い
所
に
あ
り
暗
か
っ
た
。

　

庄　

屋

　

庄
屋
役
は
十
七
世
紀
頃
は
世
襲
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
後
期
以
降
は
互
選
の
方
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
美
濃
地
方
で
は
「
頭

百
姓
」
で
あ
る
と
い
う
前
提
条
件
が
あ
り
、又
早
く
か
ら
在
村
し
て
い
た
と
か
、侍
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
視
さ
れ
苗
字
を
名
乗
っ

た
り
家
屋
の
構
え
や
、
婚
姻
祭
礼
、
帯
刀
も
許
さ
れ
る
な
ど
特
権
が
あ
っ
た
。

　

更
に
村
の
長
と
し
て
村
民
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
力
は
今
日
の
自
治
体
の
長
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
、
代
官
、
奉
行
所
の
指
揮
を
受
け
て
管
理
に
当
っ
た
。
年
貢
の
取
立
て
を
根
本
と
し
て
、
村
民
の
利
益
代
表
、
村
民
の
生
活
の
世
話
迄

行
う
任
務
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
誰
で
も
な
れ
る
と
云
う
役
で
は
な
く
、
家
の
格
式
、
人
格
、
学
識
豊
か
で
文
字
書
き
算
盤
な
ど
の
長
け
て

い
る
人
で
あ
り
奉
行
所
の
認
可
も
要
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
庄
屋
に
対
す
る
庄
屋
給
は
、
村
に
よ
っ
て
も
違
い
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

年
二
石
程
度
の
少
な
い
給
米
で
あ
っ
た
。（
養
老
町
史
等
）

　

庄　

屋　

名　
　
（
養
老
郡
志
）　　

─
─　

印　

飯
田　

安
福
氏
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11

美
濃
国
諸
旧
記
に
、
藤ふ
じ
わ
ら
か
ま
た
り

原
鎌
足
公
の
支
流
藤ふ
じ
わ
ら
と
し
ひ
と

原
利
仁
将
軍
末
流
で
美
濃
国
目も
く
だ
い代

・
土
岐
氏
執
権
（
守
護
代
）
を
務
め
た
斉
藤
氏
の
子
孫

当
国
に
数
多
あ
り
と
し
て
「
青
山
、
安
田
、
藤
井
、
佐
藤
、
林
、
加
藤
、
小
野
、
堀
、
後
藤
、
大
谷･･･

」
な
ど
の
姓
が
記
さ
れ
て
い
る
。



　四
、
　関
　係
　氏
　族

　

土と　

岐き　

氏

　

清
和
天
皇
を
祖
と
し
経
基
王
が
美
濃
守
と
な
り
以
降
、
源
氏
が
美
濃
の
国
を
支
配
し
て
来
た
が
、
源
氏
が
分
流
し
、
美
濃
源
氏
と
し
て

土
岐
国
房
が
厚
見
郡
鶉う
づ
ら郷
へ
土
着
（
一
○
七
九
）
し
、
そ
の
後
建
武
三
年
（
一
三
三
五
）
土
岐
頼
貞
が
美
濃
守
護
と
な
り
、
以
後
十
一
代
、

土
岐
頼よ
り
の
り芸

が
斎
藤
道
三
に
敗
れ
た
天
正
十
一
年
（
一
五
四
二
）
迄
続
い
た
。
従
っ
て
長
期
に
亘
る
支
配
か
ら
多
芸
郡
と
し
て
も
政
治
的
に

も
関
係
が
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
隣
宇
田
、
吉
田
（
豊
）、
鷲
巣
、
烏
江
等
も
一
族
が
居
住
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
一
族
も
多
く
馴

染
み
も
深
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

石い
し　

河こ　

氏

　

飯
田
村
の
尾
張
藩
領
主
で
あ
る
。

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
家
康
よ
り
美
濃
で
九
七
八
○
石
余
を
三
十
三
ヶ
村
で
与
え
ら
れ
、
飯
田
村
六
八
五
石
四
斗
八
升
七
合
も
入
っ

て
い
た
。
石
河
氏
が
尾
張
藩
に
附
属
し
た
の
は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
光
忠
の
時
、
名
古
屋
に
邸
を
与
え
ら
れ
た
が
、
在
所
は
石

津
郡
市
之
瀬
村
（
現
上
石
津
一
之
瀬
）
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
役
で
戦
功
を
た
て
た
が
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
三
十
五
才
で
没
し
た
。

そ
の
後
正
光
が
後
を
継
ぎ
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
二
）
尾
張
藩
家
老
と
な
り
、
そ
の
子
孫
も
重
職
を
つ
と
め
、
明
治
維
新
迄
十
代
続
い
た
。

正
光
は
在
所
の
市
之
瀬
が
、
名
古
屋
か
ら
遠
く
不
便
の
た
め
、
中
島
郡
駒
塚
村
（
現
羽
島
市
）
に
移
住
し
た
。

　

高　

木　

氏

　

多
良
の
高
木
氏
は
、
西
高
木
（
二
三
○
○
石
）
東
高
木
（
一
○
○
○
石
）
北
高
木
（
一
○
○
○
石
）
の
三
家
を
い
う
。
現
在
、
在
る
の

は
西
高
木
で
あ
る
。
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清
和
天
皇
を
祖
と
し
て
源
氏
よ
り
分
流
。
大
和
の
高
木
村
よ
り
今
尾
城
に
移
り
、
慶
長
六
年
関
ヶ
原
の
合
戦
の
軍
功
に
よ
り
多
良
の
領
主

と
な
っ
た
。
高
木
三
家
は
交
代
寄
合
美
濃
衆
と
呼
ば
れ
旗
本
な
が
ら
大
名
の
格
式
を
与
え
ら
れ
、
寛
永
年
間
以
後
木
曽
川
水
系
に
於
け
る

国
役
普
請
の
折
り
に
は
普
請
奉
行
を
勤
め
る
。
宝
永
二
年
（
一
七
○
二
）
か
ら
は
美
濃
、
伊
勢
・
尾
張
の
川
通
巡
見
役
儀
を
命
ぜ
ら
れ
、

諸
河
川
の
見
分
や
見
廻
り
御
用
を
勤
め
た
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
薩
摩
藩
の
お
手
伝
普
請
に
は
高
木
御
三
家
は
御
用
係
と
し
て
普

請
監
督
に
当
ら
れ
た
。
飯
田
村
付
近
は
特
に
治
水
に
関
し
恩
恵
が
深
い
。

13



　五
、
治
　
　
　水

　

小
畑
川
は
古
代
か
ら
堤
防
の
な
い
川
で
あ
っ
て
、
村
人
は
利
水
、
排
水
な
ど
生
活
上
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
川
で
あ
る
。
し
か
し
、

幾
世
紀
を
経
て
自
然
条
件
の
変
化
に
よ
り
、
村
人
の
殆
ど
が
農
家
で
あ
る
部
落
に
と
っ
て
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
農
地
の
水
害
が
発
生
す

る
に
及
び
、
そ
の
悩
み
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
そ
れ
が
顕
著
と
な
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
築
堤
を
願
望
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

宝
永
六
年
（
一
七
○
八
）
飯
田
、
金
屋
、
飯
積
、
宇
田
、
大
坪
、
蛇
持
、
祖
父
江
、
各
村
は
共
に
水
害
に
よ
る
窮
状
を
郡
役
所
を
通
じ

幕
府
に
訴
え
た
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
止
む
な
く
自
普
請
に
よ
る
築
堤
を
申
請
し
、
多
良
水
奉
行
高
木
氏
の
現
地
調
査
に
よ
り
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
百
姓
自
普
請
工
事
と
な
っ
た
。（
養
老
郡
志
）

　

尾
張
藩
領
飯
田
村

　

水
除
築
廻
し
長
延

　

一
、
堤　

長　

八
七
○
間　
　

根
敷　

平
均
八
間
よ
り
三
間
半
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
踏　

平
均
一
間
よ
り
一
間
半
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　
　
　
　

一
間
半
よ
り
五
尺
迄
（
二
米
七
○
〜
一
米
五
○
）

　

し
か
し
、
こ
の
新
堤
築
堤
に
当
た
っ
て
は
、
宇
田
村
外
七
ヶ
村
取
替
証
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
飯
田
関
係
分
の
要
旨
は
（
養
老
町
史
）

　

一
、
飯
積
堤
築
堤
に
つ
い
て
は
土
取
場
な
く
、
飯
田
村
田
所
の
内
、
小
畑
川
く
ろ
に
て
取
る
。

　

一
、
飯
田
悪
水
は
小
畑
筋
へ
樋
伏
落
、
底
水
は
小
畑
筋
へ
井
溝
掘
落

と
な
っ
て
い
る
。
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そ
の
後
に
置
い
て
も
隣
村
と
の
水
争
い
は
多
く
、
飯
田
、
蛇
持
が
囲
堤
（
不
詳
）
を
作
道
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
高
四
尺
の
堤
を
無
断

で
築
い
た
と
し
て
多
芸
三
村
か
ら
異
議
が
出
、
奉
行
所
に
訴
え
ら
れ
、
多
良
水
奉
行
高
木
氏
が
事
態
収
拾
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
高
木
氏
は
多
芸
三
村
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
に
つ
い
て
、
尾
張
藩
に
対
し
飯
田
、
蛇
持
の
水
難
に
つ
い
て

の
窮
状
と
新
堤
築
堤
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め
ら
れ
、飯
積
曲
堤
よ
り
二
尺
低
く
す
る
と
言
う
こ
と
で
覚
書
を
交
わ
さ
れ
た
。（
養
老
郡
志
）

　

又
、
飯
田
、
蛇
持
村
と
杉
本
と
の
境
堤
に
つ
い
て
も
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
水
に
つ
い
て
の
争
い
が
度
々
生
じ
て
い
た
。

　

こ
の
地
方
の
水
害
の
元
凶
は
牧
田
川
で
あ
っ
た
。
古
よ
り
牧
田
川
の
水
に
関
す
る
争
い
は
多
く
、
流
域
の
住
民
は
そ
の
対
策
に
悩
み
続

け
、
流
域
各
地
区
か
ら
烏
江
附
近
の
狭
窄
部
の
改
修
な
ど
色
々
幕
府
に
願
い
出
て
い
る
。
一
七
○
○
年
頃
の
烏
江
附
近
の
川
巾
は
川
底
で

十
二
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。
又
川
底
も
年
々
高
く
な
っ
た
の
で
、
宝
暦
・
寛
政
年
間
中
、
古
代
の
よ
う
に
橋
爪
南
、
五
日
市
付

近
か
ら
津
屋
川
通
り
の
方
へ
、
牧
田
川
の
付
け
替
え
を
願
い
出
て
い
る
が
①
下
流
域
か
ら
の
反
対
②
難
工
事
で
あ
る
③
資
金
不
足
等
の
理

由
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
も
あ
っ
た
。
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　六
、
災
　
　
　害

　

水　

害
（
小
畑
川
に
よ
る
）

　
　

発　

生　

年　

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発　

生　

状　

況

　

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
六
月　
　
　
　
　
　

飯
田
堤
決
壊

　

安
永　

二
年
（
一
七
七
三
）
六
月
七
月　
　
　
　
　

〃　
　

〃

　

安
永　

八
年
（
一
七
七
九
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

〃

　

寛
政　

二
年
（
一
七
九
○
）
八
月　
　
　
　
　
　
　

〃　

九
間
切
入
、
五
十
間
伏
替

　

文
化　

四
年
（
一
八
○
七
）
八
月　
　
　
　
　
　
　

〃　

切
入

　

文
化　

六
年
（
一
八
○
九
）
七
月　
　
　
　
　
　
　

〃　

水
越

　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
六
月　
　
　
　
　
　
　

〃　

六
ヶ
所
切
入

　

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

五
反
田
十
三
間
切
入

　

天
保　

十
年
（
一
八
三
九
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

二
十
三
間
切
入

　

嘉
永　

元
年
（
一
八
四
八
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

切
入

　

明
治　

八
年
（
一
八
七
五
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

破
損

　

明
治　

九
年
（
一
八
七
六
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

切
入

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）　　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

井
ノ
下
切
入

　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）　　
　
　
　
　
　
　

〃　

切
入
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◇
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
飯
田
堤
三
尺
重
置

　

◇
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
堤
上
二
尺
重
置
願
出

　

明
治
二
十
九
年
の
大
洪
水
で
は
、
西
美
濃
の
河
川
は
、
こ
と
ご
と
く
決
壊
し
、
赤
坂
及
び
岐
阜
金
華
山
迄
大
水
原
と
な
り
大
垣
城
の
石

垣
の
中
段
迄
水
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
、
現
在
で
も
石
垣
の
西
北
に
そ
の
時
の
水
位
が
標
示
さ
れ
て
い
る
。
小
畑
川
も
勿
論
決
壊
し
相
順
寺

の
内
陣
位
ま
で
水
位
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
飯
田
の
民
家
の
殆
ど
が
軒
下
位
迄
、
或
い
は
、
床
上
浸
水
と
い
う
大
水
害
と
な
っ
た
。

　

七
月
二
十
一
日
発
生
分

　

養
老
町
の
被
害

　
　

堤
防
決
壊　
　
　
　
　

九
四
ヶ
所

　
　

橋
梁
流
失
、
損
壊　
　

八
○
ヶ
所

　
　

床
上
浸
水　
　
　
　
　

八
四
○
戸

　
　

家
屋
損
壊　
　
　
　
　

二
六
六
戸

　

九
月
十
一
日
発
生
分

　
　

七
月
の
水
位
よ
り
三
尺
位
高
い
所
も
あ
っ
た
。

　

飯
田
村
の
被
害
（
安
福
氏
所
蔵
）

　
　

家
屋
損
壊　
　
　
　
　
　
　

二
戸
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地　
　

震
（
濃
尾
地
震
）

　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
十
七
分
に
発
生
し
た
こ
の
地
震
は
、
震
度
八
・
四
震
源
地
は
本
巣
郡
根
尾
村
能
郷
で
、
激

震
地
帯
が
福
井
県
か
ら
美
濃
・
尾
張
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
北
は
宮
城
・
山
形
か
ら
南
は
九
州
鹿
児
島
に
及
び
全
国
土
の
六
十
％
が
人
体

に
感
じ
た
程
の
未
曾
有
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
余
震
も
烈
震
、
強
震
、
弱
震
と
翌
二
十
五
年
の
三
月
頃
迄
続
い
た
も
の
で
あ
り
根

尾
村
水
鳥
地
区
で
の
断
層
は
此
の
時
出
来
た
も
の
で
、
あ
の
広
大
な
地
域
が
上
下
六
米
、
水
平
二
、七
米
一
瞬
に
し
て
陥
没
し
た
。

　

全
国
各
地
の
被
害
は
死
者
七
二
七
三
人
、
家
屋
の
全
潰
全
焼
一
四
二
、一
七
七
棟　

半
壊
八
○
一
八
四
棟
、
山
崩
一
○
、
○
○
○
箇
所

と
い
う
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

飯
田
村
の
被
害
（
安
福
多
喜
男
氏
所
蔵
）

　
　
　

家
屋
の
倒
潰　
　
　
　
　
　

六
棟　

　
　
　
　
　

内
訳　

居
宅　
　
　
　
　
　

四
棟

　
　
　
　
　
　
　
　

副
屋　
　
　
　
　
　

二
棟

　
　
　

同　
　

半
壊　
　
　
　
　
　

六
棟

　
　
　
　
　

内
訳　

居
宅　
　
　
　
　
　

六
棟
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　七
、
教
　
　育
（
養
老
郡
志
）

　

幕
末
に
お
け
る
寺
子
屋
（
安
政
─
慶
応
）

　
　

飯
田　

佐
竹
喜
一
郎　
　
　

習
字
、
商
売
往
来　

都
往
来

　
　

〃　
　

大
橋
嘉
六　
　
　
　

珠
算
、
八
算
、
見
一
、
相
場
割

　

學　
　

校

　
　

明
治
六
年
四
月　
　
　
　
　

敬
業
義
校
（
相
順
寺
）　

飯
田
、
蛇
持
、
飯
積
、
金
屋
、
祖
父
江
、
大
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
業
分
局
を
江
月
に
置
く

　
　

明
治
八
年　
　
　
　
　
　
　

井
ノ
下
に
校
舎
新
築

　
　

明
治
十
八
年　
　
　
　
　
　

小
畑
川
堤
決
壊
に
よ
り
校
舎
流
失
の
た
め
民
家
を
借
り
て
教
授

　
　

明
治
十
八
年
十
一
月　
　
　

橋
爪
村
日
新
学
校
と
宇
田
村
致
遠
学
校
を
合
併
し
宇
田
村
に
謙
益
学
校
新
築
し
、
飯
田
、
祖
父
江
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
月
に
分
教
場
を
置
く

　
　

明
治
十
九
年
十
二
月　
　
　

飯
田
村
に
校
舎
新
築
（
飯
田
尋
常
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
父
江
、
江
月
に
簡
易
科
学
校

　
　

明
治
二
十
四
年
十
月　
　
　

教
育
勅
語
下
賜

　
　

明
治
二
十
六
年　
　
　
　
　

飯
田
宮
西
に
校
舎
新
築

　
　

明
治
三
十
年
十
月　
　
　
　

小
畑
尋
常
小
学
校
と
改
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
父
江
、
江
月
に
簡
易
科
学
校
廃
止
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明
治
三
十
五
年
四
月　
　
　

下
江
月
高
田
町
へ
教
育
事
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
積
教
育
事
務
受
託

　
　

明
治
四
十
年
三
月　
　
　
　

下
江
月
高
田
町
へ
の
教
育
事
務
委
託
解
除

　
　

大
正　

二
年
三
月　
　
　
　

飯
田
南
丸
内
に
校
舎
新
築
・
高
等
科
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
事
費
八
、四
五
九
円
三
八
銭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
芸
村
（
金
屋
を
除
く
）
教
育
事
務
受
託

　
　

大
正　

十
年　
　
　
　
　
　

多
芸
村
教
育
事
務
解
除

20



　八
、
神
　
　
　社

　
　
　
　
　
　
　

八
幡
神
社　

村
社　

小
畑
村
大
字
飯
田
字
宮
東
（
養
老
郡
志
）〔
寫
〕

　

祭
神　

応
神
天
皇

　

由
緒　

御
神
体
は
御
坐
像
に
て
、
御
装
束
は
白
御
袴
を
着
し
白
と
金
と
の
石
畳
の
上
に
坐
し
た
ま
ふ
。
御
丈
一
尺
二
寸
横
一
尺
三
寸
程

に
て
右
に
箭
を
負
ひ
、
左
手
に
弓
を
持
ち
た
ま
ふ
と
傳
ふ
。
棟
札
左
の
如
し
。

　

一
、
元
和
二
丙
辰
八
幡
宮
建
立　
　

惣
氏
子

　

一
、八
幡
宮
修
覆
元
和
九
月
吉
日
導
師
牧
田
村
權
大
僧
都
大
阿
闍
利
若
松
院
法
印
敬
白

　

一
、八
幡
宮
修
覆
享
保
十
九
甲
寅
年
九
月
二
十
四
日
造
営
御
導
師
南
宮
社
別
當
威
徳
院
權
大
僧
都
堅
者
法
印
昌
舜

　

一
、八
幡
宮
修
覆
寶
暦
七
年
正
月
吉
日
祖
父
江
村
實
相
寺
豪
山

　
　

境
内
五
百
四
坪
。
境
内
津
島
神
社
は
素
盞
嗚
尊
を
祀
る
、
創
立
年
月
日
不
詳
。

　
　

社
栗
神
社
は
祭
神
縁
故
不
詳
。
村
民
は
お
社
栗
さ
ん
と
呼
べ
り
。
飯
田
村
社
事
記
録
に
は
社
宮
司
と
し
、
元
禄
五
年
今
月
吉
日
奉

　
　

修
神
直
護
摩
供
當
平
癒
處
祈
と
あ
り
。

　
　

天
満
神
社
は
同
記
録
に
御
神
体
は
黒
御
装
束
御
袴
白
と
金
の
石
畳
な
り
。御
丈
一
尺
程
横
一
尺
程
両
御
手
組
み
太
刀
御
さ
し
と
傳
ふ
。

　
　

勒
請
年
月
由
縁
不
詳
。

　
　

御
鍬
神
社
は
明
和
元
年
の
創
立
な
り
。

　
　

明
治
十
二
年
四
月
十
一
日
天
満
神
社
、
及
其
境
内
神
明
神
社
御
鍬
神
社
を
當
社
境
内
に
移
轉
す
。
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神
明
神
社　

祭
神　

天
照
大
神　
　

御
鍬
神
社　
　

〃　

豊
受
姫
命　
　

津
島
神
社　
　

〃　

素
盞
嗚
尊　
　

秋
葉
神
社　
　

〃　

火ほ
の
か
ぐ
つ
ち
の
か
み

之
迦
具
土
神

社
宮
神
社　
　

〃　

宇う
か
の
み
た
ま
の
か
み

迦
魂
神　
　

天
満
神
社　
　

〃　

菅
原
道
真
公



　

土
岐
氏
は
清
和
天
皇
の
嫡
流
た
る
に
よ
っ
て
、
八
幡
宮
を
氏
神
と
せ
り
。
依
っ
て
在
城
の
処
へ
石
清
水
の
八
幡
を
勧
誘
し
て
、
代
々
之

を
尊
敬
せ
り
（
美
濃
国
諸
旧
記
）
と
あ
り
、
永
年
美
濃
地
方
に
勢
力
の
あ
っ
た
土
岐
氏
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
地
方
に
は
八
幡
神
社
を
祀

る
所
が
多
く
、
飯
田
も
同
様
に
八
幡
神
社
を
氏
神
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　九
、
寺
　
　
　院

　
　

相
順
寺
（
養
老
郡
志
）〔
寫
〕

　

本
尊　

阿
弥
陀
如
来

　

由
緒　

天
文
五
丙
申
年
西
蓮
、
本
願
寺
十
世
證
如
に
帰
依
し
、
當
寺
創
建
。
元
和
六
年
本
堂
建
立
、
同
時
に
本
尊
阿
弥
陀
如
来
を
頂
く
。

正
徳
元
年
薬
師
堂
建
立
文
書
左
に

「
本
寺
は
四
十
年
程
以
前
迄
二
間
四
面
萱
葺
の
堂
に
御
座
候
處
、
大
破
仕
候
へ
共
、
困
窮
村
故
其
節
取
立
申
難
儀
成
堂
退
転
仕
候
故
。
本

尊
薬
師
如
来
は
御
丈
ヶ
六
寸
の
立
像
木
佛
に
て
御
座
候
故
、
同
郡
江
戸
御
藏
入
直
江
村
時
宗
西
光
寺
へ
預
け
置
申
候
。
依
之
先
年
御
改
め

の
節
帳
面
に
書
出
し
不
申
候
。
重
而
薬
師
堂
建
立
の
御
願
申
上
度
奉
存
候
以
上

　
　
　

正
徳
元
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

新　
　

助　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断　

定
右
衛
門　

印

　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
宛
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右
観
音
堂
は
明
治
初
年
迄
あ
り
し
が
遂
に
退
転
荒
廃
せ
り
。
當
寺
由
緒
書
に
「
拙
寺
由
緒
之
儀
は
往
古
他
門
他
宗
に
而
有
之
候
處
、
信
浄

院
様
御
代
御
宗
門
へ
帰
依
仕
、
御
化
導
を
奉
蒙
候
。
然
る
處
慶
長
年
中
當
國
關
ヶ
原
御
陣
之
砌
、
大
垣
城
南
西
筋
二
里
四
方
纔
十
四
五
ヶ

村
有
之
候
處
、
只
今
に
て
は
多
村
に
相
成
候
へ
共
、
大
略
は
寛
永
年
中
後
新
田
開
發
之
村
に
御
座
候
。
尤
も
當
組
合
村
々
寺
院
其
節
よ
り

罷
在
候
。
然
る
處
右
御
陣
の
砌
、
大
垣
に
楯
籠
一
揆
の
た
め
に
被
追
拂
候
へ
共
、
當
組
合
僧
俗
兼
て
信
浄
院
へ
御
帰
依
の
事
故
、
一
致
仕

身
命
を
抛
ち
、
御
味
方
奉
申
上
、
尤
垂
井
藍
川
よ
り
南
筋
に
御
座
候
村
々
故
、
南
宮
山
を
指
走
登
り
、
拙
寺
等
幢
頭
に
て
御
門
徒
の
幢
印

を
以
て
垂
井
と
南
宮
山
の
間
を
立
切
御
守
護
仕
候
。
神
君
様
勝
山
よ
り
野
上
村
桃
く
ば
り
へ
御
陣
を
被
成
御
遷
、
御
軍
御
勝
に
相
成
候
。

其
後
神
君
様
御
参
内
の
砌
、
信
浄
院
様
之
御
殿
へ
被
爲
在
御
入
、
先
達
而
關
ヶ
原
御
陣
之
節
、
垂
井
南
宮
之
間
御
門
徒
之
幢
印
多
く
相
見

候
と
御
感
賞
之
御
事
に
御
座
候
由
、
傳
承
仕
候
。
依
之
御
當
山
御
取
建
之
砌
右
、
爲
御
褒
美
拙
寺
へ
信
浄
院
様
御
眞
影
東
泰
院
様
御
裏
御

染
筆
被
遊
下
寺
領
被
仰
付
、
右
御
影
于
今
御
安
置
申
上
、
日
々
御
祟
敬
奉
申
上
候
云
々

境
内
四
百
八
十
二
坪
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
州
多
藝
郡
飯
田
村　

相
順
寺
好
恩
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　十
、
道
　
　
　路

　

養
老
街
道

　

大
垣
市
野
口
か
ら
段
海
渡
し
を
経
て
、
蛇
持
村
前
か
ら
飯
田
落
江
沿
い
に
上
り
現
養
北
小
学
校
西
側
で
西
進
し
、
小
畑
川
燈
明
台
附
近

に
て
小
畑
川
右
岸
へ
渡
り
（
巾
四
尺
、
長
四
間
の
板
橋
）
南
進
し
て
直
江
に
通
じ
る
古
来
の
道
が
あ
っ
た
。

　

明
治
十
三
年
養
老
公
園
が
開
設
さ
れ
る
と
養
老
公
園
道
と
し
て
別
路
線
で
次
第
に
整
備
が
進
み
、
明
治
末
期
に
は
通
称
養
老
街
道
と
し

て
綾
野
か
ら
現
養
老
橋
（
後
大
正
二
年
完
成
）
上
流
附
近
か
ら
大
谷
川
、
泥
川
を
越
え
西
進
、
大
坪
・
角
田
の
村
内
を
通
り
飯
田
村
内
か

ら
小
畑
川
燈
明
台
西
附
近
で
低
い
手
摺
り
の
あ
る
木
橋
（
長
五
間
、
巾
九
尺
）
を
南
へ
小
畑
川
を
渡
り
直
江
へ
通
じ
て
い
た
。
こ
の
道
の

村
内
工
事
は
明
治
三
十
年
か
ら
着
工
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
の
元
勲
伊
藤
博
文
公
も
人
力
車
で
古
道
を
通
っ
て
（
附
図
①
）
養
老
清
遊
を
さ
れ
た
り
、
又
明
治
四
十
三
年
四
月
に
は
大
正
天
皇

が
未
だ
皇
太
子
で
あ
ら
れ
た
頃
、
西
濃
地
方
で
陸
軍
参
謀
演
習
が
行
わ
れ
た
際
、
宿
泊
所
の
大
垣
戸
田
邸
よ
り
人
力
車
で
沿
道
の
多
く
の

人
々
の
歓
迎
を
受
け
ら
れ
て
、
こ
の
道
（
附
図
②
）
を
通
ら
れ
、
養
老
観
瀑
を
な
さ
れ
た
と
言
う
事
で
あ
る
。

　

大
正
九
年
新
路
線
の
養
老
公
園
道
、
大
垣
─
高
田
間
が
完
成
し
、
そ
の
後
全
線
が
開
通
し
て
、
養
老
新
道
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
県
道
大
垣
・
養
老
公
園
線
と
し
て
主
要
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
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　十
一
、
飯
　田
　城

　

城
主
石
丸
主と
の
も
の
す
け

殿
助
利
近
と
記
録
（
美
濃
国
諸
旧
記
）
が
あ
る
。

石
丸
一
族
は
室
町
時
代
後
期
斉
藤
氏
に
仕
え
て
い
た
豪
族
で
あ
っ
た
が
、
所
謂
舟※

田
の
乱
（
明
応
四
、五
年
、
一
四
九
五
〜
一
四
九
六
）

を
起
こ
し
そ
の
際
、
石
丸
利
光
は
土
岐
氏
の
後
継
者
争
い
に
、
非
支
流
を
支
え
て
反
乱
し
て
戦
い
敗
退
し
た
。
翌
年
再
び
反
攻
し
た
が
敗

れ
自
害
滅
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
記
録
に
よ
る
と
後
年
土
岐
氏
の
家
臣
に
石
丸
主
殿
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
石
丸
利
近
で
あ
ろ

う
し
、
こ
の
利
近
は
利
光
の
子
族
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
石
丸
主
殿
助
利
近
は
、
舟
田
の
乱
に
は
幼
少
の
頃
に
て
参
加
は
な
く
、
成
人

と
な
り
土
岐
氏
に
忠
誠
を
誓
っ
て
仕
え
て
い
て
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
土
岐
頼よ
り
の
り芸
が
斎
藤
道
三
に
よ
っ
て
敗
れ
る
迄
の
間
に
お
い

て
、
短
期
間
飯
田
城
主
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
後
日
斎
藤
道
三
打
倒
の
戦
に
、
石
丸
主
殿
は
土
岐
派
一
同
と
共
に

道
三
を
攻
略
し
、
打
破
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

飯
田
城
に
つ
い
て
は
そ
の
他
何
の
記
録
も
痕
跡
も
な
い
が
、
こ
の
時
代
の
城
は
一
般
的
に
は
小
さ
く
て
、
小
規
模
な
も
の
は
敷
地
三
反

程
で
、
周
囲
は
土
居
で
囲
み
石
垣
は
無
く
堀
を
廻
ら
し
、
天
守
閣
程
の
も
の
は
な
く
櫓
が
あ
り
、
櫓
は
小
さ
い
も
の
は
七
尺
四
方
、
高
さ

十
尺
位
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
そ
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
位
置
は
門
田
の
北
側
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
丸
内
の
字
名
が
あ
る
の
で
そ
の
辺
り
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

※

舟
田
の
乱

　

土
岐
守
護
家
の
後
継
者
争
い
か
ら
、
土
岐
美
濃
守
成
頼
の
長
臣
斉
藤
新
四
郎
利
国
は
、
成
頼
の
嫡
男
政
房
を
戴
き
、
加
納
城
に
拠
り
、

四
男
元
頼
を
擁
し
た
利
国
の
家
士
石
丸
玄
蕃
利
光
は
、
舟
田
城
に
籠
っ
て
、
主
従
の
間
で
激
し
く
戦
っ
た
。

　

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
府
城
革
手
附
近
か
ら
揖
斐
郡
で
激
闘
し
た
が
、
石
丸
勢
は
敗
れ
、
江
州
に
逃
れ
て
六
角
氏
に
縋
っ
た
。
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翌
五
年
利
光
は
、
再
起
し
元
頼
を
立
て
て
大
将
と
し
て
、
四
千
の
部
隊
を
指
揮
し
て
堀
津
・
石
田
を
過
ぎ
、
狐
穴
、
竹
ヶ
鼻
を
経
て
墨

俣
に
迫
っ
た
。
又
一
隊
は
多
芸
荘
へ
分
遣
し
、
集
落
を
焼
い
て
村
人
を
脅
か
し
た
。
こ
れ
に
対
し
地
元
で
は
丸
毛
氏
を
首
領
と
し
て
、
遠

藤
、
宮
河
、
犬
飼
、
高
木
の
諸
氏
が
応
戦
し
た
。

　

次
は
岐
阜
成
田
山
舎
衞
寺
の
攻
防
と
な
り
、
越
前
、
近
江
、
尾
張
よ
り
の
援
軍
を
交
え
て
の
戦
い
と
な
っ
た
が
、
石
丸
勢
は
遂
に
全
滅

し
、
元
頼
利
光
も
自
害
し
争
い
は
終
結
し
た
。
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　十
二
、
無
　名
　「塚
」
附
図
④

　

小
畑
川
左
岸
堤
（
井
ノ
下
地
内
）
北
側
法
下
に
松
他
数
本
の
古
木
が
立
ち
、
誰
言
う
と
な
く
関
ヶ
原
合
戦
落
人
埋
葬
の
場
所
と
言
わ
れ

て
来
た
。

　

慶
長
五
年
九
月
十
五
日
関
ヶ
原
の
戦
に
、
西
軍
と
し
て
毛
利
秀
元
、
長
曽
我
部
盛
親
、
長
束
正
家
等
は
南
宮
山
に
陣
取
っ
て
い
た
が
、

開
戦
と
な
っ
て
も
毛
利
秀
元
は
、
戦
況
を
見
つ
つ
軍
を
進
め
ず
、
そ
の
う
ち
に
盛
親
の
家
臣
吉
田
孫
左
衛
門
が
、
西
軍
敗
戦
の
報
せ
を
も

た
ら
す
や
、
各
将
兵
陣
具
を
捨
て
て
伊
勢
方
面
へ
逃
げ
よ
う
と
し
て
、
午
後
四
時
頃
金
屋
川
原
に
到
着
し
た
。
折
し
も
徳
永
・
市
橋
・
横

井
各
将
は
、
金
屋
川
原
に
陣
し
て
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
、
合
戦
と
な
り
毛
利
勢
は
多
数
殺
害
さ
れ
て
惨
敗
し
、
東
西
に
逃
走
し
一
部
の
兵
は

又
口
ヶ
島
八
中
に
於
い
て
戦
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
養
老
郡
志
）

　

そ
の
際
東
方
に
敗
退
し
た
兵
の
ご
く
一
部
が
、
川
沿
い
に
小
畑
川
を
下
り
、
舟
で
伊
勢
方
面
へ
逃
れ
よ
う
と
し
て
当
地
迄
来
た
が
、
此

処
で
疲
労
と
深
手
を
負
い
、
息
絶
え
た
仲
間
を
葬
り
残
し
川
舟
で
去
っ
て
行
っ
た
場
所
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

昔
か
ら
こ
こ
に
生
え
て
い
る
木
の
枝
を
切
っ
て
、
身
体
の
異
状
を
訴
え
た
人
が
あ
っ
た
と
い
う
話
か
ら
、
そ
れ
以
来
そ
れ
は
祟
り
で
は

と
、
人
々
は
恐
れ
る
よ
う
に
な
り
、
直
近
に
は
誰
も
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
に
至
り
有
志
の
人
々
に
よ
っ
て
地

蔵
堂
が
建
て
ら
れ
供
養
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

又
こ
の
場
所
に
あ
る
松
ノ
木
は
、
当
時
地
元
民
が
、
放
置
さ
れ
て
い
た
戦
士
の
霊
を
供
養
す
る
意
味
を
以
て
、
墓
標
代
わ
り
に
植
え
た

も
の
の
名
残
で
あ
ろ
う
。
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　十
三
、
銭
　
　
　貨

　

開
元
通
宝

　

以
前
除
ヶ
北
東
部
の
水
田
床
土
の
部
分
か
ら
開
元
通
宝
一
枚
が
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
。（
附
図
⑦
）
こ
の
貨
幣
は
中
国
、
唐
の
時
代

武
徳
四
年
（
六
二
一
）
七
月
に
初
鋳
発
行
さ
れ
た
中
世
銭
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
後
日
本
へ
も
大
陸
と
の
文
化
交
流
、
遣
唐
使
の
派

遣
な
ど
か
ら
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
又
十
二
世
紀
半
ば
に
は
輸
入
も
さ
れ
た
り
し
て
出
廻
っ
た
。

　

日
本
最
初
の
貨
幣
和
同
開
珎ち
ん

が
和
同
元
年
（
七
○
八
）
に
鋳
造
発
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
開
元
通
宝
を
模
範
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で

開
元
通
宝
は
こ
れ
よ
り
も
更
に
古
い
も
の
で
あ
る
。
十
二
世
紀
頃
迄
は
銭
貨
と
し
て
余
り
利
用
さ
れ
ず
信
仰
・
呪じ
ゅ
じ
ゅ
つ術（
ケ
ガ
レ
を
祓
う
、

浄
化
す
る
・
呪
力
を
放
つ
存
在
）
な
ど
の
対
策
と
し
て
退
蔵
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
十
三
世
紀
頃
よ
り
順
次
中
国

か
ら
の
渡
来
銭
（
宋
銭
・
元
銭
・
明
銭
）
の
大
量
輸
入
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
共
に
開
元
通
宝
も
若
干
流
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
何
故
開
元
通
宝
が
、
あ
の
場
所
に
あ
っ
た
か
で
あ
る
が
、
そ
の
土
地
は
宇
田
と
の
郷
境
を
東
西
に
流
れ
る
水
路
に
接
し
て
い

て
、
極
小
さ
い
奇
妙
な
形
を
し
た
田
圃
で
、
や
や
異
様
に
感
じ
る
様
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
、
社
寺
等
に
類
し
た
何
か
宗
教
的
な
も
の
が

あ
っ
て
、
信
仰
的
に
古
銭
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
し
、
或
い
は
近
隣
に
隣
村
の
火
葬
場
・
墓
地
が
あ
っ
た
の

で
、
六
道
銭
に
使
用
さ
れ
た
も
の
の
一
部
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
全
く
の
推
測
に
過
ぎ
ず
、
更
に
数
量
が
一
枚
だ
け
と
云
う
こ
と

も
、
一
層
存
在
の
理
由
の
解
明
を
難
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。
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　十
四
、
古
　文
　書
（
元
安
福
氏
所
蔵
・
飯
田
区
有
）

　

幕
末
の
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
月
皇
女
和
宮
様
が
、
徳
川
家
へ
降
嫁
さ
れ
る
爲
に
江
戸
へ
中
山
道
を
経
て
、
下
向
さ
れ
る
際
の
行

列
一
行
が
道
中
の
休
息
・
宿
泊
に
要
す
る
諸
道
具
調
達
に
関
す
る
も
の
で
、

一
、
尾
張
藩
か
ら
、
飯
田
村
へ
割
当
て
ら
れ
た
諸
道
具
の
割
当
取
調
帳　

と

二
、
家
々
に
割
当
て
た
道
具
の
代
金
、
損
料
（
朱
書
）、
直
し
代
、
紛
失
弁
償
費
な
ど
、
が
記
さ
れ
て
い
る
道
具
集
め
帳
の
一
部
で
あ
る
。
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　十
五
、
小
畑
村
の
発
足

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
武
家
政
治
が
崩
壊
し
、
明
治
維
新
を
迎
え
幕
府
が
大
政
を
奉
還
し
、
維
新
の
大
業
が
成
立
、
近
代
国
家
へ
と

進
み
始
め
る
。

　

明
治
四
年
七
月
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
飯
田
村
は
名
古
屋
県
と
笠
松
県
と
に
分
か
れ
た
が
同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
美

濃
国
内
の
諸
県
（
九
県
）
が
岐
阜
県
に
統
一
、
明
治
九
年
に
飛
騨
も
加
わ
っ
て
現
在
の
岐
阜
県
と
な
っ
た
。（
養
老
郡
志
）

明
治
元
年
村
名

幕
府
領
主

明
治
元
年
村
高

明
治
四
年
村
高

旧
県
名

沿　
　

革

飯　

田　

村

名
古
屋
藩

伊
勢
神
領

八
七
四
石

六
七
五

一
五
七

名
古
屋
県

笠
松
県

飯
田
村

明
治
十
七
年
一
○
月

五
ヶ
村
合
併
し
て
組
合
村

小　

畑　

村

明
治
二
十
二
年
七
月
一
日

組
合
村
解
消

蛇　

持　

村

名
古
屋
藩

四
二
三

四
七
七

名
古
屋
県

蛇
持
村

段　

海　

村

幕
領

六
二

六
二

笠
松
県

祖
父
江
村

明
四
、七
合
併

祖
父
江　

村

幕
領

六
九
六

六
九
六

笠
松
県

大　

坪　

村

幕
領

四
八
二

四
八
二

笠
松
県

大
坪
村

江　

月　

村

名
古
屋
藩

七
三
二

五
○
一

名
古
屋
県

江
月
村
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和暦西暦対照表
時
代 和暦　　西暦 時

代 和暦　　西暦 時
代 和暦　　西暦 時

代 和暦　　西暦
大
和
時
代

　大化	 645
　白雉	 650
　斉明	 655
　天智	 662
　弘文	 672
　天武	 673
　朱鳥	 686
　持統	 690
　文武	 697
　大宝	 701
　慶雲	 704
　和銅	 708
　霊亀	 715
　養老	 717
　神亀	 724
　天平	 729
天平感宝	 749
天平勝宝	 749
天平宝字	 757
天平神護	 765
神護景雲	 767
　宝亀	 770
　天応	 　781
　延暦	 　782
　大同	 　806
　弘仁	 　810
　天長	 　824
　承和	 　834
　嘉祥	 　848
　仁寿	 　851
　斉衡	 　854
　天安	 　857
　貞観	 　859
　元慶	 　877
　仁和	 　885
　寛平	 　889
　昌泰	 　898
　延喜	 　901
　延長	 　923
　承平	 　931
　天慶	 　938
　天暦	 　947
　天徳	 　957
　応和	 　961
　康保	 　964
　安和	 　968
　天禄	 　970
　天延	 　973
　貞元	 　976
　天元	 　978
　永観	 　983
　寛和	 　985
　永延	 　987
　永祚	 　989
　正暦	 　990
　長徳	 　995
　長保	 　999
　寛弘	 　1004
　長和	 　1012
　寛仁	 　1017

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

　治安	 　1021
　万寿	 　1024
　長元	 　1028
　長暦	 　1037
　長久	 　1044
　寛徳	 　1044
　永承	 　1046
　天喜	 　1053
　康平	 　1058
　治暦	 　1065
　延久	 　1069
　承保	 　1074
　承暦	 　1077
　永保	 　1081
　応徳	 　1084
　寛次	 　1087
　嘉保	 　1094
　永長	 　1096
　承徳	 　1097
　康和	 　1099
　長治	 　1104
　嘉承	 　1106
　天仁	 　1108
　天永	 　1110
　永久	 　1113
　元永　　1118
　保安　　1120
　天治　　1124
　大治　　1126
　天承　　1131
　長承　　1132
　保延　　1135
　永治　　1141
　康治　　1142
　天養　　1144
　久安　　1145
　仁平　　1151
　久寿　　1154
　保元　　1156
　平治　　1159
　永暦　　1160
　応保　　1161
　長寛　　1163
　永万　　1165
　仁安　　1166
　嘉応　　1169
　承安　　1171
　安元　　1175
　治承　　1177
　養和　　1181
　寿永　　1182
　元暦　　1184
　文治　　1185
　建久　　1190
　正治　　1199
　建仁　　1201
　元久　　1204
　建永　　1206
　承元　　1207
　建暦　　1211

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

　建保　　1213
　承久　　1219
　貞応　　1222
　元仁　　1224
　嘉禄　　1225
　安貞　　1227
　寛喜　　1229
　貞永　　1232
　天福　　1233
　文暦　　1234
　嘉禎　　1235
　暦仁　　1238
　延応　　1239
　仁治　　1240
　寛元　　1243
　宝治　　1247
　建長　　1249
　康元　　1256
　正嘉　　1257
　正元　　1259
　文応　　1260
　弘長　　1261
　文永　　1264
　建治　　1275
　弘安　　1278
　正応　　1288
　永仁　　1293
　正安　　1299
　乾元　　1302
　嘉元　　1303
　徳治　　1306
　延慶　　1308
　応長　　1311
　正和　　1312
　文保　　1317
　元応　　1319
　元享　　1321
　正中　　1324
　嘉暦　　1326
　元徳　　1329
　元弘　　1331
　正慶　　1332
　建武　　1334
　延元　　1336
　興国　　1340
　正平　　1346
　建徳　　1370
　文中　　1372
　天授　　1375
　弘和　　1381
　元中　　1384
　応永　　1394
　正長　　1428
　永享　　1429
　嘉吉　　1441
　文安　　1444
　宝徳　　1449
　享徳　　1452
　康正　　1455
　長禄　　1457

室
町
時
代

安
土
桃
山

江
戸
時
代
　

明
治
以
降

　寛正　　1460
　文正　　1466
　応仁　　1467
　文明　　1469
　長享　　1487
　延徳　　1489
　明応　　1492
　文亀　　1501
　永正　　1504
　大永　　1521
　享禄　　1528
　天文　　1532
　弘治　　1555
　永禄　　1558
　元亀　　1570
　天正　　1573
　文禄　　1592
　慶長　　1596
　元和　　1615
　寛永　　1624
　正保　　1644
　慶安　　1648
　承応　　1652
　明暦　　1655
　万治　　1658
　寛文　　1661
　延宝　　1673
　天和　　1681
　貞享　　1684
　元禄　　1688
　宝永　　1704
　正徳　　1711
　享保　　1716
　元文　　1736
　寛保　　1741
　延享　　1744
　寛延　　1748
　宝暦　　1751
　明和　　1764
　安永　　1772
　天明　　1781
　寛政　　1789
　享和　　1801
　文化　　1804
　文政　　1818
　天保　　1830
　弘化　　1844
　嘉永　　1848
　安政　　1854
　万延　　1860
　文久　　1861
　元治　　1864
　慶応　　1865
　明治　　1868
　大正　　1912
　昭和　　1926
　平成　　1989

奈
良
時
代
平
安
時
代
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　　　　　飯田の世帯数・人口の推移

寛政の頃
(1800) 組名

昭和 50 年 4 月 (1975) 平成 15 年 1 月 (2003)
世帯数 男 女 人口 世帯数 男 女 人口

戸数 人口 東 7 15 18 33 7 13 15 28
90 320 更正 13 31 29 60 15 28 35 63

南 15 30 35 65 15 38 39 77
西 19 55 45 100 21 43 42 85
北 24 60 53 113 21 37 38 75

消費 14 35 34 69 25 45 43 88
島下他 25 42 35 77 66 108 109 217
小深田 9 9 11 20
除ヶ北 44 62 61 123

睦 17 38 30 68
染貝戸 22 28 32 60
島里線西 24 36 41 77

昭和 28 年 (1955) 島里線中 32 29 36 65
世帯数 人口 島里線東 25 49 42 91

外国人を含む

約 79 約 340 計 117 268 249 517 343 563 574 1137

○
参
考
文
献

　

美
濃
国
諸
旧
記　
　

著
者
不
詳

　
　

寛
永
末
か
正
保
時
代
の
作
（
一
六
四
○
頃
）

　

濃
陽
諸
士
伝
記　

著
者
奥
田
利
矩
か

　
　

寛
永
十
五
年
の
作
（
一
六
三
八
）

　

濃
州
徇
行
記　

寛
政
年
間
（
一
八
○
○
頃
）

　
　

尾
張
藩
書
物
奉
行　

樋
口
好
古
の
著
作

　

濃
陽
志
略　

宝
暦
六
年
二
月
（
一
七
五
六
）

　
　

尾
張
藩
書
物
奉
行　

松
平
君
山
の
著
作

　

養
老
郡
志　

大
正
十
四
年
五
月
（
一
九
二
五
）
初
版

　

養
老
町
史

　
　

資
料
編　

上
巻　

昭
和
四
十
九
年
十
月
発
行

　
　
　

〃　
　

下
巻　
　
　

〃

　
　

通
史
編　

上
巻　

昭
和
五
十
三
年
三
月
発
行

　
　
　

〃　
　

下
巻　
　
　

〃
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　お
こ
と
わ
り

　時
代
の
経
過
と
共
に
、
飯
田
の
身
近
な
歴
史
も
、
次
第
に
忘
れ

去
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
懸
念
と
、
淋
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

故
に
今
回
、
今
一
度
過
去
を
想
い
出
し
、
史
実
を
探
っ
て
見
よ
う

と
、
関
係
分
の
諸
資
料
を
断
篇
的
に
蒐
集
し
、
若
干
私
見
を
加
え

て
簡
略
且
つ
雑
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　従
っ
て
記
載
に
誤
り
等
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

御
教
導
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　編

　
　集

　
　人

飯
田
村
の
む
か
し

　
　
　

探
究
抄

編
集
年
月　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
五
年
二
月

　
　

編　
　

集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田
喜
志
男

☎
三
二
─
一
六
八
八

資
料
提
供　
　
　
　
　
　
　
　

安
福
多
喜
男

☎
三
四
─
一
六
三
五

　
　

印　
　

刷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

充

☎
三
四
─
一
六
四
四

印　
　

刷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
老
町
押
越
四
九
九
─
三

盛
福
印
刷

☎
三
二
─
二
一
三
一
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